
内容
町職員の給与・職員数／もりもり２万人
まつり／献上柿１００回

今月の表紙
さぁ祭りの始まり！
　１１月１日から３日の３日間、「森のまつり」
が開催されました。写真は、１日の開始宣
言式の後自社の屋台へ向かう社長たち
です。この後、年番、大当番を先頭に１４
台の屋台がおはらいを受け、引き回しが
始まります。（関連記事は8頁）
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町職員の給与・職員数などの概要

 区　　　分 決算額　　 比　率  
 特別職・議員等報酬 88,678千円 7.4％
 職 　 員 　 給 　 与 800,386千円 66.7％
 共済組合等負担金 198,673千円 16.6％
 退職手当組合負担金 100,945千円 8.4％
 災　害　補　償　費 11,373千円 0.9％
 人 　 件 　 費 　 計 1,200,055千円 100.0％

 区　分 職員数
 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

 25年度 159人 617,134千円 66,450千円 220,173千円 903,757千円

 区　分  平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢
  329,600円 358,971円 45.0歳 282,400円 290,164円 52.5歳

 区　分 自己都合 勧奨・定年
 勤続20年 23.03月分 28.7875月分
 勤続25年 32.83月分 38.955  月分
 勤続30年 40.67月分 47.775  月分
 最高限度 55.86月分 55.86    月分

※給与費は、平成25年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

※①給料：基本給　②給与：基本給＋諸手当

（2）退職手当
 区　分 期末手当 勤勉手当
 6月期 1.225月分 0.675月分
 12月期 1.375月分 0.675月分
 計 2.600月分 1.350月分

（1）期末・勤勉手当

※支給率は、国と同じです。

※支給率は、国と同じです。

給　　　　与　　　　費

一般行政職 技能労務職

　平成24年度の人件費は、12億5万5千円で、歳
出総額（70億3,388万7千円）に占める割合は、
17.1％です。人件費は、特別職・議員等に支給さ
れる報酬などを含みます。
　職員給与の内訳は、給料、期末・勤勉手当、
職員手当で、１人当たりの平均年間支給額は、
544万5千円です。

❹ 職員手当の状況　（平成25年４月１日現在）

自己都合  区　分
（2）退職手当

期末手当 勤勉手当
手当

給与：基本給＋諸手当

❹ 職員手当の状況　（平成25年４月１日現在）❹ 職員手当の状況　（平成25年４月１日現在）

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成25年４月１日現在）

区 分 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢区 分

※給与費は、平成25年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

一般行政職 技能労務職

❸ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成25年４月１日現在）❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成25年４月１日現在）

❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

数
期末・勤勉手当職員手当給料

給　　　　与　　　　費

1,200,055千円 100.0％ 544万5千円です。

❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）

決算額　　 比　率  
88,678千円 7.4％

　平成24年度の人件費
出総額（70億3,388万7

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）❶ 人件費の状況　（一般会計決算）

町職員の給与・職員数など
についてお知らせします

町職員の給与は、国家公務員に準じて町議会の議決を経て決められています。
町民のみなさんに理解をしていただくために、町職員の給与・職員数などの概要をお知らせます。
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扶養手当

住居手当

配偶者／13,000円、扶養／6,500円
16歳～22歳／5,000円加算
借　家／家賃に応じた額（最高 27,000円）
通勤距離2km以上の職員
　自動車など／通勤距離に応じ／2,600円～24,500円
　公共交通機関／6か月定期券金額
東京都特別区地域および静岡市に在勤する職員に支給

 区　分 給料（報酬）月額 期末手当支給月数
 町　長 624,600円
 副町長 576,000円
 教育長 514,000円
 議　長 290,000円
 副議長 227,000円
 委員長 213,000円
  議　員 203,000円

 議　　会 3 3  特別職を除く
 総務企画 32 32 
 税　　務 11 11
 民　　生 10 11 1
 衛　　生 10 11 1
 農林水産 10 12 2
 商　　工 4 4
 土　　木 14 14 
 小　　計 94 98 4
 教　　育 54 54  教育長を含む
 病　　院 168 174 6
 水　　道 5 5
 下　　水 5 5 
 そ の 他 11 13 2
 小　　計 189 197 8
  337 349 12

一般行政

特別行政

公営企業等

対前年
増減数部　門

区　分
平成24年　  平成25年

職員数
備　考

 6月期 1.90月分
 12月期 2.05月分
 計 3.95月分

 6月期 1.40月分
 12月期 1.55月分
 計 2.95月分

総　合　計

（3）その他の手当
 区　分 内　　　　　容

通勤手当

地域手当

❺ 特別職の報酬等の状況　（平成25年４月1日現在）

給料（報酬）月額  区　分 期末手当
町 長 624,600円 6月期

東京都特別区地域および静岡市に在勤する職員に支給

❺ 特別職の報酬等の状況　（平成25年４月1日現在）❺ 特別職の報酬等の状況　（平成25年４月1日現在）

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

対前年
増減数

区　分
平成24年 平成25年

職員数
備　考

203,000円  議　員 

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）
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4

10
月
に
中
国
の
天
津
で
行
わ
れ
た
陸

上
東
ア
ジ
ア
大
会
の
女
子
3，
0
0
0
m

障
害
で
2
位
と
な
っ
た
三
郷
実
沙
希
さ

ん
（
ス
ズ
キ
浜
松
A
C
）
が
11
月
6
日
、

森
町
走
友
会
の
杉
田
勉
会
長
と
共
に
役

場
を
訪
れ
、
村
松
町
長
に
大
会
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

三
郷
さ
ん
は
「
大
会
全
般
に
先
に
飛

び
出
す
選
手
が
い
な
い
傾
向
で
し
た

が
、
私
は
メ
ダ
ル
も
記
録
も
欲
し
か
っ

た
の
で
、
最
初
か
ら
ト
ッ
プ
で
走
り
続

け
ま
し
た
。
優
勝
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
残
り
2
0
0
m
で
中
国
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
選
手
に
抜
か
れ
て
2
位
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
決
勝
戦
の

様
子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
村
松
町
長

は
「
メ
ダ
ル
本
当
に
お
め
で
と
う
。
国

際
的
な
選
手
に
な
り
ま
し
た
ね
。
市
町

対
抗
駅
伝
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

明
治
町
町
内
会
は
、

社
会
貢
献
広
報
事
業

に
よ
る
宝
く
じ
の
助

成
金
を
利
用
し
、
屋

台
の
大
・
小
太
鼓
、

屋
台
合
羽
の
枠
と
シ

ー
ト
、
心
棒
、
馬
一

対
な
ど
の
備
品
を
新
調
し
ま
し
た
。

今
回
新
調
さ
れ
た
備
品
は
早
速
、
11

月
1
日
か
ら
3
日
に
行
わ
れ
た
森
の
ま

つ
り
で
使
わ
れ
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
太
鼓
の
音
色
も
美
し
く
、

多
く
の
同
町
内
会
の
人
た
ち
が
祭
典
に

参
加
し
て
地
域
の
一
体
感
が
よ
り
高
ま

り
ま
し
た
。

県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

平
成
25

年
度
県
農

林
水
産
業

功
労
者
と

し
て
表
彰

さ
れ
た
、

鈴
木
晃
さ

ん（
谷
中
）

と
村
松
勝

さ
ん
（
下

飯
田
）
が

11
月
6
日
、

役
場
を
訪

れ
村
松
町

長
に
受
賞

報
告
を
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
現
在
、
町
農
業
委
員
会
会

長
、
磐
田
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
長
年
、
優
良
農
地
の

確
保
や
認
定
農
業
者
の
育
成
な
ど
、
地
域

農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
共
に
県
農
業

会
議
常
任
会
議
員
農
政
副
委
員
長
と
し
て

県
農
業
振
興
に
も
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
村
松
さ
ん
は
現
在
、
県
家

畜
人
工
受
精
師
協
会
副
会
長
、
家
畜
人
工

受
精
師
協
会
磐
周
支
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
長
年
、
家
畜
人
工
受
精
業
務
に
従
事

す
る
と
共
に
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

明治町町内会の屋台

陸
上
東
ア
ジ
ア
大
会
で

銀
メ
ダ
ル
獲
得

板　掲　示　

村松町長に報告をした三郷さん（中央）
たち

「
遠
州
森
の
茶
」
の
仕
上
技
術
を
競

う
「
第
48
回
森
の
茶
仕
上
品
評
会
」
が

11
月
6
日
、
J
A
遠
州
中
央
・
森
町
茶

業
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内

の
茶
商
か
ら
販
売
価
格
別
の
「
特
選
森

の
茶
」「
森
の
誉
」「
森
の
香
」
の
各
部

門
に
合
計
40
点
が
出
品
さ
れ
、
部
門
ご

と
に
香
気
・
滋
味
・
水
色
・
外
観
の
順

に
県
の
茶
業
関
係
者
ら
が
厳
正
に
審
査

し
ま
し
た
。
総
合
優
勝
に
は
松
浦
製
茶

（
株
）、
優
秀
賞
に
は
（
株
）
鈴
木
長
十

商
店
が
選
ば
れ
、
翌
7
日
に
は
、
上
位

入
賞
者
の
表
彰
式
と
出
品
茶
の
入
札
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

高
品
質
な
お
茶
の

仕
上
技
術
を
競
う

厳正に審査する関係者

受賞報告をする鈴木さん（左）と村松さん（右）

宝
く
じ
助
成
事
業
で
屋
台

の
備
品
を
購
入
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MACHI no KEIJIBAN もりまちからの情報発信！　

第
42
回
大
阪
優
良
茶
品
評
会
の
2

部
門
で
1
位
を
獲
得
し
た
、（
株
）
石

川
園
の
石
川
徳
好
社
長
が
11
月
13
日

に
役
場
を
訪
れ
、
村
松
町
長
に
受
賞

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

同
品
評
会
は
2
部
門
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
金
印
の
部
1
位
（
農
林
水
産
大

臣
賞
）
と
、
な
に
わ
緑
印
の
部
1
位

（
経
済
産
業
大
臣
賞
）
を
同
時
に
受
賞

し
た
の
は
過
去
に
例
は
な
く
（
株
）
石

川
園
が
品
評
会
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

石
川
社
長
は
「
地
元
の
お
茶
農
家

の
皆
さ
ん
と
共
に
良
い
物
を
目
指
し
作

り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
村
松
町

長
は
「
受
賞
お
め
で
と
う
。
茶
商
さ
ん

が
が
ん
ば

る
と
、
生

産
者
も
意

欲
が
出
る

と
思
う
の

で
こ
れ
か

ら
も
が
ん

ば
っ
て
く

だ
さ
い
」

と
話
し
ま

し
た
。 農

林
水
産
大
臣
賞

石
川
園

農
林
水
産
大
臣
賞

島
商
店
・
松
浦
製
茶

東
京
・
静
岡
の
茶
品
評
会
で
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
2
社
の
茶
商
の

社
長
が
11
月
19
日
、
役
場
を
訪
れ
村
松

町
長
へ
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
訪

れ
た
の
は
、
7
月
の
第
43
回
東
京
都
優

良
茶
品
評
会
都
の
華
部
門
一
等
一
席
を

受
賞
し
た
、（
株
）
島
商
店
の
嶌
謙
造

社
長
と
、
11
月
の
第
49
回
静
岡
茶
品
評

会
鶴
印
部
門
一
等
一
席
を
受
賞
し
た
、

松
浦
製
茶
（
株
）
の
松
浦
芳
雄
社
長
の

2
人
で
す
。

嶌
社
長
は
、「
平
成
4
年
に
同
じ
品

評
会
で
受
賞
し
た
が
2
回
目
が
と
れ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
喜
び
、

松
浦
社
長
は
「
祖
父
の
代
か
ら
の
夢
が

や
っ
と
か
な
い
本
当
に
う
れ
し
い
」
と

初
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

受賞報告をする嶌社長（中央）と松浦社長（右）

村松町長に報告する石川社長（中央）たち

遠
州
・
志
太
榛
原
地
域
サ
ミ
ッ
ト
が

11
月
22
日
、
森
町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
川
勝
平
太
知
事
と
政
令
指

定
都
市
を
除
く
同
地
域
12
市
町
の
首
長

ら
が
地
域
の
課
題
な
ど
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

島
田
、
磐
田
、
焼
津
、
掛
川
、
藤
枝
、

袋
井
、
湖
西
、
御
前
崎
、
菊
川
の
9
市

と
吉
田
町
、
川
根
本
町
、
森
町
の
計
12

市
町
長
ら
が
出
席
し
、「
多
彩
な
資
源

を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
と

「
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
」
と
い
う

2
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
提
案
を
行
い

ま
し
た
。
森
町
は
「
企
業
進
出
時
に
お

け
る
土
地
利
用
の
規
制
緩
和
」
に
つ
い

て
の
提
案
を
し
、
川
勝
知
事
は
「
検
討

し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
内
容
」
と
具
体
案
を
交
え
回
答
し
ま

し
た
。 遠

州
・
志
太
榛
原
地
域

サ
ミ
ッ
ト
開
催

租
税
教
育
推
進
校
等

表
彰
受
賞

11
月
26
日
、
天
方
小
学
校
が
、
租
税

教
育
推
進
校
等
表
彰
の
税
務
署
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

文
化
会
館
ロ
ビ
ー
の
、
町
内
の
小
中

学
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
税
に
関
す

る
作
品
の
入
賞
作
品
が
展
示
し
て
あ
る

前
で
、
山
口
敏
夫
磐
田
税
務
署
長
か
ら

安
間
和
由
天
方
小
校
長
に
感
謝
状
と
記

念
品
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

天
方
小
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
税
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年

租
税
教
室
を
開
催
し
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
主
催
の
「
税
に
関
す
る
作

品
」
に
も
6
年
生
全
員
が
応
募
す
る
な

ど
租
税
教
育
の
模
範
で
あ
る
こ
と
か
ら

今
回
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状を受け取る安間校長（右）

サミットの様子



トピックストピックスもりトピックストピックスもり

おいしそうな柿を収穫
宮園小学校の3年生51人は10月31日、同校近

くの柿園で、治郎柿の収穫体験を行いました。3
年生が総合的な学習の時間で地元特産の治郎
柿について学んでいるのに合わせて実施。遠州
中央農業協同組合森町柿部会の大場篤部会
長から柿の種類や育て方について説明を聞いた
後、児童らは柿園に入り、きれいに色づいた大きな
柿の実を選んで丁寧に木から切り取ると、2個ず
つおみやげとして持ち帰りました。

地元の暮らしぶりを紹介
三倉・天方地区で11月9日と10日の2日間、かわ
せみ街道オープンハウス「ぷぶふの日」が開かれま
した。住民有志の自宅や工房など15軒を開放し、
暮らしぶりを紹介することで、出会いと交流の場を
つくり地域の活性化を推進しようと開催。各会場
では陶芸や木工品の展示、お茶の試飲などが行
われ、訪れた人たちをもてなしました。また、この日
に合わせてアクティ森では「森の音楽会」が開催
され、緑に囲まれた会場で大勢の人が歌や楽器
の演奏を楽しみました。

かわせみ湖畔でふれあいウォーキング
天方地区振興連絡協議会（松井博会長）は11

月10日、太田川ダムのかわせみ湖周辺で恒例の
「天方地区住民ウォーキング」を開催しました。同
地区の子どもから高齢者まで約110人が参加し、
2時間かけて片吹の里や彩り岬などかわせみ湖
畔をウォーキング。秋の景色とおしゃべりを楽しみま
した。同地区では、郷土を知り住民同士のふれあ
いを楽しむことを目的として、毎年この行事を行っ
ています。

▲草木染絹糸による織物を紹介

▲柿を慎重に切り取る児童

▲ウォーキングを楽しむ参加者ら
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc.

ノルディックウォークで介護予防
11月11日「第1回在宅介護者の集い＆介護予
防講座」が開催され、現在介護をしている人や最
近まで介護をしていた人、65歳以上で介護予防
に興味のある人21人がノルディックウォークを体験
しました。参加者は、2本のポールを使いながら歩く
ノルディックウォークで太田川ダムのかわせみ湖周
辺を約1時間散策。山の景色や野鳥のさえずりを
楽しみながらのウォーキングで、気分をリフレッシュ
しました。

森町建設事業協同組合がカーブミラー清掃
森町建設事業協同組合（岡野良隆会長）は11

月15日、町内のカーブミラー清掃を行いました。小
雨が降る中行われた清掃には、同組合6社から組
合員18人が参加。県道や町道に設置されている
283基のカーブミラーの鏡や支柱を、洗剤やモップ
を使いきれいに磨き上げました。同組合では、交
通安全の向上を目的に、カーブの多い森町の道
路事情を考慮しながら、同活動を20年以上続け
ています。

手作り屋台でお祭り気分
森幼稚園では11月15日と16日の2日間、毎年
恒例のさざんか祭りが行われました。園児らが力
を合わせて作った山車を乗せ、豪華に飾り付けた
リヤカーの屋台を準備。はっぴ姿で綱を引きながら
「よいしょら」と元気にかけ声をかけ、幼稚園周辺
を引き回しました。また、年長園児らによるおはやし
の披露や踊り、保護者手作りの出店などもあり、祭
りの気分を盛り上げました。

▲カーブミラーを磨き上げる組合員

▲屋台を引き回す園児ら

▲ポールをついて軽快に歩く参加者ら

7



・イベント・イベント
に集まるに集まる

ひと!!!ひと!!!

遠
州
地
方
の
秋
祭
り
を
締
め
く
く

る
伝
統
の
「
森
の
ま
つ
り
」
が
11
月

１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
行
わ

れ
ま
し
た
。
14
台
の
勇
壮
な
屋
台
の

引
き
回
し
や
、
華
や
か
な
神
輿
お
渡

り
の
行
列
、
舞
児
還
し
な
ど
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
森
地
区
町
内
は
、
祭
り

一
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
見
物
客
が

訪
れ
、
３
日
目
の
夕
方
の
舞
児
還
し

で
は
、
若
衆
た
ち
の
気
合
い
も
一
段

と
入
り
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま

し
た
。

四
季
折
々
の
森
町
を
演
出
す
る
町
お
こ
し
イ
ベ
ン

ト
「
第
17
回
町
並
み
と
蔵
展
」
が
11
月
23
日
・
24
日

の
２
日
間
、
本
町
・
仲
横
町
・
新
町
の
通
り
を
中
心

に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
森
の
治
郎
柿
献
上

1
0
0
回
記
念
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
紅
葉
な
ど

で
町
に
訪
れ
た
人
た
ち
を
、
約
90
の
出
店
者
と
町
並

み
の
住
民
た
ち
が
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

〜
祭
り
の
熱
気
が
人
を
呼
ぶ
〜

〜
森
の
治
郎
柿
献
上
１
０
０
回
記
念
〜

遠
州
森
町
発

第17回第17回

威勢の良い引き回し

夜の練り

柿の葉もちなどを買い求める人たち

神輿渡御の行列

舞児を乗せ出発

お馴染みの人力車

展示物を解説する家主

献上柿100回をテーマに講演会
8



人人
ひと!ひと!

人人
ひと!!ひと!!

秋の祭り秋の祭り

会
場
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル

委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
１
年

間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
し
て
い

た
だ
く
２
人
に
、
町
長
か
ら
委
嘱

状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
17
日
、
恒
例
の
「
も

り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農

協
祭
」
が
今
年
も
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
４
５
の
出

展
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
早

朝
か
ら
柿
、
山
芋
な
ど
の
地

元
特
産
品
や
北
海
道
森
町
の

物
産
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
福
島
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
皆
さ
ん
が
華
や
か
な
ダ
ン

ス
を
披
露
し
、
町
民
ら
に
よ

る
踊
り
や
演
奏
な
ど
多
彩

な
芸
能
も
次
々
と
繰
り
出

さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
縁
起
の
良

い
巨
大
な
野
菜
宝
船
が
ス

テ
ー
ジ
横
に
出
現
し
、
野

菜
は
希
望
す
る
来
場
者
に

無
料
で
配
ら
れ
ま
し
た
。

村松夏美さん
（福田地）

新
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
の
皆
さ
ん

新
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
の
皆
さ
ん

１
年
間
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
し
ま
す

１
年
間
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
し
ま
す白畑聖華さん

（南町）

■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■

111
月月
777

恒
例
の
「
も

日
、
日日

恒

〜
地
場
産
品
即
売
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況
〜

森
町
産
業
祭

第26回第26回

野菜宝船

3　北海道森町の海の幸を販売

フラダンスの
ステージ

バレエの披露バレエの披露バレエの披露バレエの披露

会場の様子会場の様子会場の様子会場の様子

もち投げの様子もち投げの様子もち投げの様子もち投げの様子

常磐会の演奏常磐会の演奏常磐会の演奏常磐会の演奏
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10

▲井上教育長に治郎柿を
　手渡す大場会長

▲献上柿を丁寧に
　箱詰めする町職員

▲柿の収穫に感謝する関係者

▲柿の話を聞く児童ら（森小）▲採果する松本春男原木保存会名誉顧問（中央）と関係者

お
い
し
い
柿
を
学
校
給
食
に　

原
木
に
感
謝
・　

次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成
祈
願　

J
A
遠
州
中
央
森
町
柿
部
会
（
大
場
篤
会
長
）
は
11
月

12
日
、
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
井
上
教
育
長
に
町
内
の
学

校
給
食
用
に
と
、
治
郎
柿
3
2
4
個
を
提
供
し
ま
し
た
。

大
場
会
長
は
「
今
年
は
、
日
照
時
間
が
長
く
、
雨
が
少
な

か
っ
た
た
め
甘
く
お
い
し
い
治
郎
柿
が
で
き
ま
し
た
」と

話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
14
日
に
は
森

小
学
校
で
大
場
会

長
が
柿
に
つ
い
て

の
話
を
し
、
児
童

ら
は
興
味
深
く
聞

い
て
い
ま
し
た
。
　

森
町
治
郎
柿
原
木
保
存
会
・
森
町
次
郎
柿
ワ
イ
ン
推

進
協
議
会
は
11
月
7
日
、
「
治
郎
柿
原
木
収
穫
感
謝
祭
」

と
「
次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成
祈

願
祭
」
を
森
町
商
工
会
館
で

行
い
、
事
前
に
採
果
し
た
柿

を
神
前
に
奉
納
し
、
今
年
の

収
穫
に
感
謝
し
ま
し
た
。
続

い
て
次
郎
柿
ワ
イ
ン
の
完
成

を
祈
願
し
、
治
郎
柿
に
よ
る

地
域
振
興
に
向
け
て
の
結
束

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
　

献
上
柿
は

献
上
柿
は　

今
年
今
年
で
1
0
0
回
目
で
す

目
で
す　
献
上
柿
は

献
上
柿
は　

今
年
今
年
で
1
0
0
回
目
で
す

目
で
す　
献
上
柿
は　

今
年
で
1
0
0
回
目
で
す　

献上柿を採果する太田さんたち献上柿を採果する太田さんたち

次
郎
柿
の
献
上
は
、
明
治
41
年
の
第
1
回

に
始
ま
り
、
今
年
ま
で
の
1
0
6
年
の
間
に

1
0
0
回
の
献
上
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ほ
ぼ

毎
年
続
け
て
行
え
た
の
は
、
松
本
治
郎
さ
ん

が
原
木
と
な
る
幼
木
を
発
見
し
て
大
切
に
育

て
た
事
は
元
よ
り
、
明
治
41
年
に
静
岡
市
に

ご
宿
泊
さ
れ
て
い
た
明
治
天
皇
に
次
郎
柿
を

お
召
し
上
が
り
頂
こ
う
と
考
え
た
人
た
ち
を

始
め
、
戦
時
中
の
食
糧
難
で
肥
料
も
少
な
い

厳
し
い
状
況
の
中
、
献
上
用
の
柿
を
育
て
続

け
た
人
た
ち
、
献
上
を
目
指
し
良
質
な
柿
を

作
り
続
け
る
農
家
な
ど
、
献
上
に
関
係
し
た

多
く
の
人
た
ち
の
お
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
　

今
年
も
皇
室
献
上
用
次
郎
柿
の
採
果
と
箱

詰
め
作
業
が
11
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

太
田
忠
兵
さ
ん
（
南
町
）
の
柿
園
か
ら
採
果

し
た
柿
と
農
協
柿
部
会
か
ら
集
荷
さ
れ
た
柿

の
中
か
ら
1
2
0
個
が
厳
選
さ
れ
丁
寧
に
箱

詰
め
さ
れ
、
翌
11
日
に
町
長
、
町
議
会
議
長

ら
が
宮
内

庁
と
東
宮

御
所
に
献

上しました。　



な
ど
の
割
合
が

な
ど
の
割
合
が

延
滞
金

見
直
さ
れ
ま
す

特例基準割合とは
各年の前々年１０月から前年９月までにおける国内
銀行の新規の短期貸出約定平均金利の平均の割
合に、年１％を加算した額
国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利の平均
の割合を１％にした場合

特例基準割合とは
各年の前年の１１月３０日を経過する時における商業
手形の基準割引率に、年４％を加算した割合
商業手形の基準割引率を０．３％にした場合

１４．６％

７．３％

７．３％

（
平
成
２６
年
１
月
１
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
な
ど
に
つ
い
て
適
応
）

改正後

 現 行

（平成26年
１月１日以降）

例えば…

役
場
税
務
課
納
税
係　
　

電
話
８
５
ー
６
３
１
０

問
い
合
わ
せ
先

１４．６％
特例基準割合
４．３％

特例基準割合
４．３％

延滞金

   納期限後１か月以内

還付加算金

延滞金

   納期限後１か月以内

還付加算金

本　　則 現　　行

９．３％

３．０％

２．０％

改正後の特例 改正後
特例基準割合（２％）

＋７．３％
特例基準割合（２％）

＋１％
特例基準割合（２％）

（
１
）延
滞
金
の
割
合…

特
例
基
準
割
合
に
年
７
．３
％
を
加
算
し

た
割
合
に
な
り
ま
す
。〔
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、特
例
基
準
割
合
に
年

１
％
を
加
算
し
た
割
合
〕

（
２
）還
付
加
算
金
の
割
合…
特
例
基
準
割
合
に
な
り
ま
す
。

【
任
期
H
25
．12
．1
〜
H
28
．11
．30
】

敬
称
略（　

）内
は
担
当
地
区

田
上　

勝
三 

（
黒
田･

三
倉･

中
村
）

赤
坂　

幸
彦 

（
上
野
平･

木
根
）

山
田　

朝
子 

（
大
河
内
）

大
石
千
惠
子 

（
舟
場･

乙
丸･

大
府
川･

中
野
）

服
部　

源
吾 

（
大
久
保･

田
能
）

倉
橋　

和
夫 

（
大
鳥
居･

問
詰
）

竹
下　

彰
博 

（
西
俣
）

竹
下　

絹
子 

（
葛
布･

黒
石
）

岡
本　

佑
吉 

（
鍛
治
島･

亀
久
保･

嵯
塚
）

山
田　

茂
子 

（
城
下
上
）

萩
本　

弘
江 

（
城
下
下
）

村
松　

隆
吉 

（
赤
松･

川
久
保･

大
上
）

七
原　

弘
貢 

（
川
向･

本
丁
）

鈴
木　

祐
子 

（
開
運
町
）

花
嶋　

博
巳 

（
橘･

薄
場
）

松
井
眞
千
子 

（
向
天
方
下
）

小
澤　

雅
夫 

（
向
天
方
上
）

油
井　

和
美 

（
明
治
町
）

石
塚　

智 

一  

（
新
町
）

山
田　

正
光 

（
仲
横
町
）

岡
野　

知
洋 

（
本
町
）

太
田　
　

等 

（
川
原
町･

下
宿
）

中
村　

栄 
一  
（
栄
町
上
）

坂
本　

修
平 
（
栄
町
中
）

一宮地区園田地区飯田地区主任
児童委員

森地区

吉
筋　

徳
司 

（
南
町･

促
進
住
宅
森
）

南
田　
　

豊 

（
大
門
1
〜
12
･
24
〜
26
組
）

廣
岡
八
重
子 

（
大
門
13
〜
23
組
）

山
下　

良
平 

（
西
幸
町
）

天
野　

正
義 

（
米
倉･

大
久
保
）

中
村　
　

哲 

（
片
瀬･

谷
崎
）

山
本　

玲
子 

（
赤
根
）

山
下
み
さ
子 

（
宮
代
西･

宮
代
東
）

井
口　

雅
貴 

（
草
ヶ
谷･

円
田（
上
川
原
））

大
塲
由
美
子 

（
円
田（
上
川
原
除
く
））

佐
々
木
美
津
江 

（
谷
中
）

村
松　

松
枝 

（
中
川
上
）

山
本　

孝
子 

（
中
川
下･

牛
飼
）

松
野　

好
伸 

（
市
場･

下
飯
田
）

小
池　

祐
士 

（
中
飯
田･

上
飯
田･

若
宮
）

大
髙　

榮
次 

（
東
組･

西
組･

城
北
）

相
羽　

正
彦 

（
梶
ヶ
谷･

鴨
谷･

福
田
地
）

柴
田　

か
ね 

（
北
戸
綿･

南
戸
綿･

む
つ
み
台
）

山
田　

妙
子 

（
戸
綿
）

常
木　

三
惠 

（
北
部
）

戸
塚　

龍
次 

（
中
部
）

森　
　

曉
美 

（
南
部
）

こ
の
ほ
ど
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任

児
童
委
員
が
全
国
一
斉
に
改
選
さ
れ
、次
の
皆

さ
ん
が
新
た
に
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。委

員
さ
ん
に
は
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
、障
害
者
、

母
子
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
か
ら
の
生
活
上

の
相
談
や
支
援
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天方地区森　地　区 三倉地区 民
生
委
員
・

児
童
委
員
さ
ん
を

　
　

 

紹
介
し
ま
す

・

民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
民
生
委

民
生
委

民
生
委

民
生
委

民
生
委
員
・

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童
委
員
さ
員
さ
ん
を

紹
介
しし
ま
す

民
生
委
員
・

児
童
委
員
さ
ん
を

　
　

 

紹
介
し
ま
す

11
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▲下りスマートIC合流部と広域農道との交差部周辺　

▲下りスマートIC料金所周辺　

　
平
成
26
年
3
月
の
完
成
を
目
指
し
て
新
東
名
遠
州
森
町
P
A
（
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
）
で
ス
マ
ー
ト
I
C
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ス
マ
ー
ト
I
C
は
E
T
C
を
搭
載
し
た
車
両
が
通
行
可
能
で
、
両
方
向
（
上

り
、
下
り
）
の
出
入
り
が
24
時
間
可
能
な
I
C
と
な
り
ま
す
。
遠
州
森
町
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
が
完
成
す
れ
ば
、
森
町
で
は
2
箇
所
目
の
Ｉ
Ｃ
と
な
り
、
新
東
名
高
速
道

路
の
利
用
が
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。
　

　
現
在
、
工
事
の
た
め
広
域
農
道
が
一
部
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
末
年
始
の
12 
月
28
日
か
ら
1
月
9
日
ま
で
の
間

は
通
行
止
め
を
解
除
し
ま
す
。
引
き
続
き
2
月
20
日
ま
で
一
部
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
の
で
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課
都
市
整
備
係 

1
8
5-

6
3
2
1

　
冬
季
（
10
月
〜
3
月
）
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
ま
す
。
　

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
急
性
胃
腸
炎
を
発
症
す
る
ほ

か
、
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
し
た
食
品
や
感
染
し
た
人
が
調
理
し
た
食
品
を
食
べ

る
と
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。
　
　

　
症
状
は
、
吐
き
気
・
お
う
吐
・
腹
痛
・
下
痢
・
発
熱
な
ど
で
、
症
状
が
回

復
し
て
も
数
週
間
ウ
イ
ル
ス
を
便
に
排
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
感

染
し
て
も
症
状
の
出
な
い
人
が
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
感
染
源
と
な

る
場
合
も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
　

　●
家
庭
で
の
予
防
ポ
イ
ン
ト
　

　
①
家
族
全
員
で
石
け
ん
を
使
っ
て
し
っ
か
り
洗
い
、
多
量
の
水
で
洗
い
流

し
ま
し
ょ
う
。
　

　
②
お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
な
る
べ
く
調
理
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
　

　
③
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
 （
特
に
二
枚
貝
の
調
理
は
注
意
）
　

●
お
う
吐
物
の
処
理
方
法
　

　
患
者
の
お
う
吐
物
や
お
む
つ
な
ど
は
、
速
や
か
に
処
理
し
、
二
次
感
染
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
空
中
に
漂
い
、
口
に
入
っ
て
感
染
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
塩
素
系
消
毒
液
な
ど
を
用
い
て
、
適
切
に
処
理
を

し
ま
し
ょ
う
。
　

　
詳
し
く
は
西
部
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　http://w
w

w
.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-770/tayori.htm

l

を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　　
問
い
合
わ
せ
先

県
西
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課 

1
3
7-

2
2
4
5

 

5
3
7-

2
6
0
3

役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係
　 

1
8
5-

6
3
3
0
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

　

▲講演をする稲川先生　

▲寄贈された車いす　

　
医
療
や
介
護
に
携
わ
る
人
を
対
象
と

し
、
森
町
病
院
が
主
催
す
る
「
第
23
回

森
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
が
10
月
26
日
、

森
町
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
今
回
は
「
死
ぬ
ま
で
わ
が
ま
ま
言
お

う
〜
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
心
と
力
〜
」

と
い
う
テ
ー

マ
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
関
東

病
院
リ
ハ
ビ

リ
部
長
、
日

本
リ
ハ
ビ
リ

医
学
会
指
導

責
任
者
の
稲

川
利
光
先
生
の
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
　

　
講
演
で
は
、
終
末
期
の
患
者

さ
ん
の
希
望
で
銀
座
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
を
リ
ハ
ビ
リ
の
一

環
で
行
い
、
最
後
ま
で
そ
の
人

ら
し
く
生
き
る
医
療
の
取
り
組

み
の
実
例
な
ど
を
紹
介
し
、
集

ま
っ
た
約
80
人
の
人
々
を
感
動

に
誘
い
ま
し
た
。
　

　　

　　　
車
い
す
は
、
当
院
の
要
望
に
沿
っ
た

機
種
と
カ
ラ
ー
で
、
合
計
11
台
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
主
に
入
院
患
者
さ
ん
の

介
助
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
を
迎
え
て

リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
を
迎
え
て
　

森
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催

森
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催
　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
を
迎
え
て
　

森
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催
　

森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
　

車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
　

森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
　

車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
　

　

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
8
5
ー
6
3
4
1

E-m
ail:houkatsu@

town.m
orim

achi.　
shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先

　
今
年
の
8
月
に
静
岡
県
が
発
表
し
た
「
お
達

者
度
」
で
森
町
は
女
性
1
位
、
男
性
2
位
と
算
出

さ
れ
た
事
は
み
な
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
　

　
で
は
、
高
齢
者
に
関
わ
る
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
町

の
高
齢
者
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
　

　
　

　

　
毎
年
4
月
に
高

齢
化
率
を
発
表
し

て
い
ま
す
が
、
平

成
25
年
4
月
1
日

現
在
の
高
齢
化
率

は
28
・
4
％
で
す
。

20
年
前
の
平
成
5

年
は
18
・
7
%
、

介
護
保
険
が
は
じ

ま
っ
た
平
成
12 
年

は
23
・
6
％
で
し
た
。

町
内
の
総
人
口
は

減
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
人

口
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で

高
齢
化
率
は
30
%
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
　

　
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
も
平
成
5
年
に

は
1
6
8
人
、
平
成
12 
年
に
は
3
3
3
人
、
平

成
25
年
に
は
6
3
6
人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

世
帯
構
成
も
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。
　

　

　
平
成
12 
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制

度
も
12 
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
　

　
平
成
12 
年
の
要
介
護
認
定
者
は
4
8
5
人

で
し
た
が
、
平
成
25
年
に
は
1，
0
0
0
人
を

超
え
ま
し
た
。
　

　
要
介
護
3
以
上
の
人
よ
り
も
、
要
支
援
1

〜
要
介
護
2
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
多

く
、
平
成
12 
年
に
は
高
齢
者
人
口
の
5.
3
%

で
し
た
が
、
平
成
25
年
に
は
11 
%
と
増
加
し

て
い
ま
す
。
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
は
平
成

12 
年
か
ら
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
か
ら
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
も
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
ご
自
分

の
た
め
に
も
自
宅
で
自
分
ら
し
く
生
活
し
て

い
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
　

　
森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
予
防
の
各
種
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
積
極
的
に
参
加
し
、「
き
ょ
う
よ
う
」

（
今
日
用
が
あ
る
）「
き
ょ
う
い
く
」（
今
日
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
）
生
活
の
き
っ
か
け
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
　

総 人 口 　21,520
4,033
18.7%
168
－　
－　
－　

21,374
5,037
23.6%
333
485

（268）　
（217）　

19,677
5,585
28.4%
636

1,003
（627）　
（376）　

高 齢 者 人 口 　
高 齢 化 率 　
ひとり暮らし　
要介護認定者　

（要支援1～要介護2）　
（要介護3～要介護5)

平 成 5 年 　年 度 　 平成12年　平成25年　



三郷千代子コーチから紹介される強化選手の皆さん　11月17日（日）に開催された「もりもり２万人ま
つり＆農協祭」で、静岡県市町対抗駅伝競走大会の
壮行会が行われました。
　壮行会では、小澤哲夫実行委員長から天野元文選
手に強化選手20人の指名証が、中村邦宏選手には
代表旗が手渡されました。

　第１回大会から前大会まで連続入賞を果たしてい
る森町チームは、壮行会を杉田勉監督の「頑張ろう」
三唱で締めくくり、今大会、選手やスタッフが目標に
掲げる表彰台に向けての決意を新たにしました。

　森町から、
森、飯田と２チ
ームが出場。

森チームは初戦で敗退し、飯
田チームは２試合を勝ち抜き
決勝戦へ進出。決勝では、森チ
ームを破ったチームと対戦し６
対２で勝利し見事飯田チーム
が優勝しました。

優　勝 栄寿会
準優勝 栄和会
 ３　位 親睦会

優　勝 榊原繁男（栄寿会）
準優勝 坂口　榮（親睦会）
 ３　位 亀澤竹治（栄和会）

１１月１４日（木）／町営グランド ９月２２日（日）／
福田運動公園多目的広場

団体の部

個人の部

団体形

個人形

個人組手

個人形

個人組手

１０月２０日（日）／アミューズ豊田メインアリーナ

森町空手道教室
正剛本部道場

森町空手道
スポーツ少年団

●小学１～３年 中級者の部
３　位　藤江陽向（南町）
●おかあさんの部
準優勝　藤江則子（南町）
●高校生以上 有段者の部
３　位　藤江貴之（南町）

●幼年男女の部
優勝　藤江　空（南町）
●小学１～３年 ４～５級男女の部
優勝　藤江陽向（南町）
●一般成年 上級者の部
優勝　藤江則子（南町）

●小学５～６年 有段者男子
３　位　加藤瑞貴（北戸綿）

●小学２年 女子の部 
優　勝　大瀧由子（栄町中）
●小学５年 女子の部
準優勝　青木美桜（向天方下）

優秀選手賞
　　　　青木美桜（向天方下）

●幼年男女の部
優勝　藤江　空（南町）

第14回

飯田チーム
優勝

壮行会

日
3/16

日
1/26

チケット好評発売中！

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日　※年末年始休館12/28（土）～1/4（土）
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 3,800円
　　 　　　 一　般 4,300円

全席
指定

ところ ： 森町文化会館 大ホール

第19回 
新春森町寄席

第18回

森町こどもの
舞台フェスタ

出演　三遊亭好楽、林家正蔵、Ｗコロン

チケット販売所 ： 袋井市月見の里学遊館/磐田市民
文化会館/磐田市情報館（ららぽーと磐田１Ｆ）/イケ
ヤアピタ掛川店/アクトシティ浜松チケットセンター
/森町文化会館/チケットぴあ(0570-02-9999 Pコ
ード：432-475)

開場 17:30
開演 18:00

開場 12:30
開演 13:00

開場 13:30
開演 14:00

土
2/8

チケット好評発売中！

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 4,000円
　　 　　 一　般 4,500円

全席
指定

小椋佳～歌紡ぎの会～

チケット販売所 ： 袋井市月見の里学遊館/磐田市民文化会館/磐田市情報
館（ららぽーと磐田１Ｆ）/イケヤアピタ掛川店/アクトシティ浜松チケットセ
ンター/森町文化会館/チケットぴあ(0570-02-9999 Pコード：213-055)

入場無料
全席自由

出演団体：天宮神社舞楽こども教室、ゲットアヘッド、さざんか
少年少女合唱団、ときわ保育園、モダンバレエアオバ、森中学校
音楽部、山名神社舞楽、箏(こと)子供教室、渡辺バレエ教室
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

1

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314
ニコニコ運動教室

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

リトミックランド
（10:30～11:30）
■所保健福祉センター
■問児童館
　 185-2839

人権相談・行政相談
（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

役場仕事始め
心配ごと相談

（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769
ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769
森町成人式

（9:45開式）
■所文化会館
■問森町教育委員会
　 社会教育課
　 185-1112

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521
移動児童館

（15:00～16:00）
■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

3歳児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動児童館

（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

作ってみよう
（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

1歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所一宮総合センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

児童館まつり
「豆まき大会」

（14:00～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

森のくまさん広場※

森のくまさん広場※

移動児童館
（15:00～16:00）
■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

森のくまさん広場※

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
BCG集団接種

（13:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
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元旦 1

成人の日13

1月の
納税など

アクティ森イベント情報

■ 町県民税…………第4期分
■ 国民健康保険税…第7期分
■ 後期高齢者医療保険料
　（普通徴収） ………第6期分

※1月2日、3日は10:00～営業
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information

・ 1回接種済み→2回接種
・  全く接種していない→初回2回接種、
追加1回

②日本脳炎2期：1回
持ち物　予診票、母子健康手帳　
医療機関　森町内、袋井市内、旧豊岡村
内の協力医療機関

問　保健福祉課保健係　285-6330

静岡県認知症
コールセンター

「静岡県認知症コールセンター」で
は、認知症の介護経験のある相談員が
親身になって相談をお受けしていま
す。
これまでに県内各地から、認知症へ

の対応、介護の悩み、将来への不安、
そのほか様々な相談が寄せられ、話を
してこころの負担が軽くなったとい
う声も多くありました。認知症のこと
で困ったり悩んでいる人は、ひとりで
悩まず「静岡県認知症コールセン
ター」に相談をされてはいかがでしょ
うか。
なお、相談は無料ですが、電話代は

相談者のご負担となります。
相談電話　20545-64-9042
相談日時　月、木、土曜日
　10:00～15:00
　※ ただし、祝日および年末年始（12

月29日～1月3日）を除く
相談員　「認知症の人と家族の会静岡
県支部」会員

「金融ほっとライン（東海）」
による無料巡回相談会

財務省東海財務局では、金融に関す
る相談を無料でお受けします。
と き　平成26年2月3日㈪
　9:00～17:00
ところ　財務省東海財務局静岡財務
事務所（静岡市葵区追手町9-50、
静岡地方合同庁舎内）

相談内容　
・  預金、融資、保険、貸金、証券など
の金融サービスに関する相談

・  無登録業者からの未公開株、社債
などの勧誘、被害に関する相談

・  多重債務、家計の再建、借金に関す
る相談および心の悩み相談

予約電話　2052-951-9620
（平日9:00～12:00、13:00～17:00）

森町文化会館展示ギャラリー
利用申込み受付

森町文化会館では、平成26年度の
展示ギャラリー利用申込みを受け付
けます。
申込開始　平成26年1月15日㈬
　9:00から
※詳しくは森町文化会館までお問い
合わせください

問　森町文化会館　285-1111

木の家造り講座
受講者募集

と き　平成26年1月～10月の毎月
第3土曜日（全10回）
ところ　中遠建築高等職業訓練校
　（磐田市西貝塚1377-1）ほか
内 容　山林見学から製材、設計から
加工、完成までの過程を、各現場を
体験しながら学びます
定 員　40人（先着順）
受講料　10,000円（10回分）
申込方法　電話またはファックスで
住所・氏名・電話番号をお申し込
みください

申込締切　平成26年1月11日㈯
問・申　中遠建築高等職業訓練校
　2・534-4862

放送大学4月生募集の
お知らせ

放送大学では、平成26年度第1学期
（4月入学）の学生を募集しています。
放送大学はテレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べま
す。

資料を無料で差し上げています。お
気軽にご請求ください。放送大学ホー
ムページ（http://www.ouj.ac.jp）で
も受け付けています。
出願期間　平成26年2月28日㈮まで
問　放送大学浜松サテライトスペース
　2053-453-3303

袋井商業高校吹奏楽部
第50回定期演奏会

と き　①平成26年1月18日㈯18:00
開演、②1月19日㈰13:30開演
ところ　磐田市民文化会館大ホール
　（磐田市二之宮東3-2）
内 容　第1部オリジナル・ステージ、
第2部マーチング・ステージ、第3
部ポピュラー・ステージ
入場料　1,000円（全席自由、前売券が
完売の場合、当日券は販売しません）
販売所　袋井商業高校事務室、磐田市民
文化会館事務所、袋井市役所売店、兵藤
楽器各店舗
問　県立袋井商業高校（担当：石原）　
　242-2285

静岡理工科大学
公開シンポジウム開催

と き　平成26年1月25日㈯
　13:30～17:00
ところ　静岡理工科大学学生ホール3階
300講義室（袋井市豊沢2200-2）
内 容　基調講演「ものづくりはかわ
るのか？ 3Dプリンタの可能性～積
層造形の基礎と応用～」（芝浦工業
大学デザイン工学部デザイン工学
科教授　安齋正博氏）、パネルディ
スカッション「なぜ今、3Dプリン
タなのか」
参加費　無料
申込方法　電話またはホームページ
内「イベントお申込み」からお申込
みください。なお、定員250人に達
し次第締め切ります。

問　静岡理工科大学総務課　245-
0111、ホームページhttp://www.
sist.ac.jp
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役場などの
年末年始の業務

ごみ収集業務からのお願い
　休業期間中はごみ袋を出さないで
ください。猫やカラスが袋を破ってみ
んなの迷惑になります。

家屋を取り壊したら
届け出を

　固定資産税は、毎年1月1日現在に

固定資産（土地・家屋・償却資産）を
所有している人が納める税金です。
　家屋の固定資産税は、取り壊しなど
で建物がなくなった場合、翌年度から
課税されなくなります。適正な課税の
ため、平成25年中に家屋の取り壊し
をした人は、役場税務課固定資産税係
に届け出をお願いします。
※住宅用の敷地として使用している
土地は、住宅用地に対する課税標準
の特例で、税額が低く抑えられてい
ますが、住宅用家屋を取り壊すと、
特例の適用が受けられなくなり、税
額が上がる場合があります。

問　役場税務課固定資産税係
　285-6309

平成25年工業統計調査に
ご協力をお願いします
経済産業省では、従業者4人以上の

全ての製造事業所を対象に、12月31
日を調査期日として工業統計調査を
実施します。
工業統計調査は、工業の実態を明ら

かにすることを目的とした国の重要
な統計調査です。調査結果は中小企業
施策や地域振興などの基礎資料とし
て利活用されます。
調査をお願いする製造事業所には、

12月から来年1月にかけて調査員が
調査票を持ってお伺いします。統計法
に基づき調査内容の秘密は厳守され
ますので、正確なご記入をお願いしま
す。
問　役場総務課広報統計係
　285-6301

高齢者のための予防接種費用の
一部助成について

高齢者肺炎球菌予防接種費用の一
部助成があることをご存じですか？
この予防接種は、肺炎の中で一番多

い肺炎球菌による肺炎などの感染症
を予防し、重症化を防ぐものです。イ
ンフルエンザの流行期における細菌
性肺炎のうち、50～60％は肺炎球菌
が原因です。肺炎を防ぐには、引き金
となるインフルエンザにならないこ
とも大切です。インフルエンザ予防接
種と高齢者肺炎球菌予防接種を併せ
て接種することをおすすめします。

接種を希望する人は、是非この機会
をご利用ください。
①高齢者肺炎球菌予防接種
対象者　森町にお住まいで過去5年以
内に同じ予防接種を受けていない
70歳以上の人（ただし、脾臓を摘出
されている人は対象外）
助成費用　接種費用8,000円のうち、
町で3,000円を助成

助成回数　1人につき1回限り（5年間
効果が持続）
接種期間　通年
②インフルエンザ予防接種
対象者　森町にお住まいで65歳以上
の人、60歳以上65歳未満で心臓・
腎臓・呼吸器などに障害のある人
（身体障害者手帳1級相当の人）
助成費用　接種費用4,200円のうち、
町で3,200円を助成

助成回数　期間内1回限り
接種期間　平成26年1月31日㈮まで
医療機関　①②いずれも森町内、袋井
市内、旧豊岡村内の協力医療機関で
接種できます
問　保健福祉課保健係　285-6330

日本脳炎予防接種
（1期・2期）について
日本脳炎の予防接種は接種後に重
い病気を発症した事例があったこと
から、平成17年以降案内をしていま
せんでした（積極的な接種勧奨の差し
控え）。しかし、平成21年6月より新
ワクチンが使用され、現在は通常どお
り接種できるようになっています。
対象となる人は接種を受けてくだ
さい。
対象者
①日本脳炎1期：平成8年4月2日～平
成19年4月1日生まれ（平成17年の
接種勧奨の差し控えにより、接種機
会を逃してしまったお子さん）
②日本脳炎2期：9歳～18歳（小学3
年生～高校3年生）※1期がすでに
接種済みで9歳以上になれば接種が
受けられます
接種できる期間　20歳未満まで
接種回数
①日本脳炎1期：今までに接種を受け
た回数により異なるので注意して
ください
・ 2回接種済み→1回接種

機関名等   休業期間

役場一般事務 12月28日～1月5日

町民生活センター 12月28日～1月4日

文化会館・図書館 12月28日～1月4日

中央体育館 12月28日～1月4日

町営グランド 12月28日～1月4日

社会福祉協議会 12月28日～1月5日

望月プラザ 12月29日～1月3日

児　童　館 12月28日～1月3日

ごみ収集業務 12月31日～1月3日

直接搬入ごみ
受入業務
（中遠クリーンセンター）

12月31日～1月3日

し尿浄化槽清掃業務
（森町衛生社）

12月28日～1月5日
※ 年内に処理を希望する
人は12月18日㈬まで
にご連絡ください。
　285-2700

中遠広域粗大ごみ
処理施設（受入業務）

12月30日午後～
1月5日

水道受付業務 12月28日～1月5日

火 葬 業 務 1月1日、友引の日

アクティ森 12月27日～1月1日

公立森町病院 12月28日～1月5日
※急患は随時受付
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作り方材料（4人分） 作り方材料（4人分）

ミルクゼリーミルクゼリー
薄切り豚ロース肉のしゃぶしゃぶ風
サラダ仕立てビネガソース
薄切り豚ロース肉のしゃぶしゃぶ風
サラダ仕立てビネガソース

レストランの味を家庭でも再現し
たいと 、9月に磐田市のフレ

ンチレストランハーモニーのオー
ナーシェフの足立久幸さんを講

師に招き、「薄切り豚ロース肉のし
ゃぶしゃぶ風サラダ仕立てビネ

ガソース」を教えていただきました
。野菜たっぷりで、しかもかぼ

ちゃ、なす、ピーマンは素焼きにし
ているので、とてもヘルシーで、

隠し味にみそが入ったビネガソース
とよく合います。

また、口当たりのよいミルクゼリ
ーは手軽にできるデザートで

す。ゼリーを作るときは、寒天やゼ
ラチンを使いますが、寒天は煮

溶かしたあと確実に沸騰させるの
に対し、ゼラチンは加熱しすぎ

ると固まらないので気をつけてくだ
さい。

●問い合わせ先　役場保健福祉
課保健係　185-6330

薄切り豚ロース肉············２００ｇ
レタス····························１／４個
水菜·······························１／４束
きゅうり································１本
トマト·································中１個
ナス·····································１本
ピーマン······························２個
かぼちゃ····················一口大８個
しょうゆ······························· 少々
塩········································ 少々

＊ビネガソース
たまねぎ······························７５ｇ
にんじん·····························２０ｇ
みそ····································２５ｇ
酢········································２５ｇ
サラダ油·····························７５ｇ
塩········································ 少々
こしょう······························· 少々

牛乳································２００ｃｃ
砂糖····································２０ｇ
ゼラチン································５ｇ
水···································大さじ２
みかん缶····················小１／２缶

① 野菜の下ごしらえ
ⓐレタス・水菜は一口大に切り、
水洗いしたあと、水気をきって
おく。トマト･きゅうりは水洗い
してから、8等分に切る。
ⓑナスは水洗いして、皮に3か
所縦に切り込みを入れ、
2cmの厚さにスライスする。
ピーマンは縦半分に切り、種
とへたをとり、水洗いする。
かぼちゃは一口大に切る。

② ①のⓑに軽く塩をふり、オー
ブンで素焼きする。

③ ①と②を皿に盛る。
④ なべに水を入れ、しょうゆ少々
を加えて沸騰させ、豚肉を入れ
て火を通し、水切りをしておく。

⑤ ③に④を盛り、ビネガソース
をかける。

＊ビネガソース
① ボールにたまねぎ・にんじん
をすりおろす。

② ①にみそ・酢・サラダ油を入
れ、よく混ぜる。

③ 塩・こしょうで味を整える。

① ゼラチンは大さじ2の水でふ
やかしておく。

② 牛乳をなべに入れて火にかけ、
温まったら砂糖を加えて煮溶
かし、①のゼラチンを加える。

＊沸騰しないように注意＊
③ 流し缶またはカップに②とみ
かんの実を入れ、あら熱が取
れたら、冷蔵庫で冷やす。

森町健康づくり食生活推進協議会では「私たちの健康は
私たちの手で」をキャッチフレーズに、食生活の改善と健康
づくりにつながる料理づくりに取り組んでいます。
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12月1日現在（　）内は先月比

編
集
後
記

世帯数·············· 6,401（ー  7）
人口　男·········· 9,698（ー15）
　　　女·········· 9,845（ー20）
　　　計········19,543（ー35）

▼
も
り
も
り
2
万
人
ま
つ
り

の
取
材
で
は
、
乗
車
体
験
を
し

て
い
た
は
し
ご
車
に
乗
せ
て
も

ら
い
、
上
空
か
ら
会
場
の
様
子

を
撮
影
し
ま
し
た
。
風
の
な
い

穏
や
か
な
日
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
一
番
上
ま
で
上
が
る
と
足

場
は
少
し
不
安
定
に
。
及
び
腰

に
な
り
な
が
ら
な
ん
と
か
写
真

を
撮
り
、
地
上
に
戻
っ
て
き
た

と
き
は
思
わ
ず
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。 

（
鈴
）  

▼
温
か
い
お
茶
が
恋
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
お
茶

の
生
産
か
ら
仕
上
げ
ま
で
に
は

多
く
の
手
が
掛
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、
主
要
都
市
で
の
森
の

茶
の
高
い
評
価
を
改
め
て
知
り

ま
し
た
。
私
が
飲
ん
で
い
る
の

は
品
評
会
と
は
縁
の
な
い
安
い

お
茶
で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
の

せ
い
か
い
つ
も
よ
り
少
し
お
い

し
く
感
じ
ま
し
た
。 

（
松
）
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